高等学校数学評価規準

0　対象学年、コース・類型、単位数、使用教科書

　　第１学年　　（　普通科　）型　　　（Ⅰ：３　　A：２）単位　　オーレ数学Ⅰ（啓林館）　　オーレ数学A（啓林館）

１　教科目標、評価の観点及びその趣旨

　(1)　教科目標


[image: image1]
　(2)　評価の観点及びその趣旨

	　数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	数学的な活動を通して、数学的事象に関心を持つとともに、数学的活動の楽しさや数学的な見方や考え方の良さを知り、それらを事象の考察に積極的に活用しようとする。
	数学的活動を通して、数学的な見方や考え方を身に付け、事象を数学的にとらえ、論理的に考えるとともに思考の過程を振り返り考えを深める。
	事象を数量、図形などで数学的に表現し処理する仕方や推論の方法を身に付け、よりよく問題を解決する。
	数学における基本的な概念や原理・法則などについて理解し、知識を身に付けている。


２　数学Ⅰの目標、評価の観点及びその趣旨

　(1)　目標
(2)　評価の観点及びその趣旨

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	数学的な活動を通して、方程式と不等式、２次関数及び図形と計量の考え方に関心を持つとともに、それらの持つ楽しさや数学的な見方や考え方の良さを知り、それらを事象の考察に進んで活用しようとする。
	数学的活動を通して、方程式と不等式、２次関数及び図形と計量における数学的な見方や考え方を身に付け、事象を数学的にとらえ、論理的に考えるとともに思考の過程を振り返り考えを深める。
	方程式と不等式、２次関数及び図形と計量において、事象を数量、図形などで数学的に表現し処理する仕方や推論の方法を身に付け、よりよく問題を解決する。
	方程式と不等式、２次関数及び図形と計量における基本的な概念や原理・法則などについて理解し、知識を身に付けている。


３　数学Ⅰ：単元の内容、その評価規準及び具体例
(1)　単元の目標と内容、その評価規準

	単元名
	目標と内容
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第１章

方程式と不等式


	数を実数まで拡張することの意義を理解し、式の見方を豊かにするとともに、１次不等式及び２次方程式についての理解を深め、それらを活用できるようにする。

ア　数と式 
(ア)実数 　

(イ) 式の展開と因数分解 

イ　１次不等式 

ウ　２次方程式 
	数と式の計算や１次不等式及びに２次方程式に関心を持つとともに、それらを問題の解決に進んで活用しようとする。
	数の範囲を拡張するとともに、様々な式の見方があることを理解し、方程式や不等式についての数学的な考察をすることができる。
	無理数の計算をしたり、数量の関係を式で表現したり、その式を目的に応じて的確に処理することができる。
	数と式、１次不等式及び２次方程式における基本的な概念や原理・法則などについて理解し、知識を身に付けている。

	第２章

２次関数


	２次関数について理解し、関数を用いて数量の変化を表現することの有用性を認識するとともに、それを具体的な事象の考察や２次不等式を解くことなどに活用できるようにする。 
ア　２次関数とそのグラフ 

イ　２次関数の値の変化

(ア)２次関数の最大・最小 
(イ)２次不等式
	値の変化や２次関数とそのグラフに関心を持つとともに、数量の変化を関数で表現することの有用性を理解し、具体的な事象の考察に関数の考え方を活用しようとする。
	表やグラフ、式で表すことによって関数関係をとらえることができるとともに、具体的な事象の中から関数関係を見出し関数を用いて考察することができる。
	表やグラフ、式を用いて数量の変化を表現することができ、関数の変化の様子を読みとることができる。
	事象の中にいろいろな関数があることを知り、値の変化や２次関数とそのグラフにおける基本的な概念や原理・法則などについて理解し、知識を身に付けている。


	単元名
	目標と内容
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第３章

図形と計量


	直角三角形における三角比の意味、それを鈍角まで拡張する意義及び図形の計量の基本的な性質について理解し、角の大きさなどを用いた計量の考えの有用性を認識するとともに、それらを具体的な事象の考察に活用できるようにする。 
ア　三角比

(ア)正弦、余弦、正接 
(イ)三角比の相互関係 
イ　三角比と図形

(ア)正弦定理、余弦定理 

(イ)図形の計量 
［用語・記号］sin,cos,tan
	角の大きさを利用した計量の考え方の有用性を認識するとともに、具体的な事象の考察に活用しようとする。
	角の大きさを利用した計量を行うための数学的な見方や考え方を身に付け、具体的な事象を考察することができる。
	三角比やその性質などを利用して具体的な平面図形などの事象を表現し、その計量に活用することができる。
	直角三角形における三角比の意味や図形の計量の基本的な性質について理解し、基礎的な知識を身に付けている。


(2)　指導計画と評価規準の具体例

	学期
	月
	章の学習内容  [時間数]
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第１学期
	４

５

６

７


	序章　正の数・負の数　　　　  [  ３  ]
　　　文字を使った式

　　　１次式の計算

　　　１次方程式　　　　　 　


	・正の数、負の数 の四則を意欲

的に、かつ工夫して行おうと

する。
・文字を使った式で考えることの必要性やよさに関心をもつ。
・１次式の計算を意欲的に行　　おうとする。
・等式の性質に関心を持ち、１次方程式を意欲的に解こうとする。
	・正の数、負の数についての四則の性質について考察することができる。

・数量を一般的に簡潔に表すために、文字を的確に使用できる。

・文字式の計算の性質について考察することができる。

・いろいろな１次方程式を解く際に、その操作を的確に考察することができる。
	・正の数、負の数について四則の混じった式の計算を正しくすることができる。
・いろいろな数量に対して文字を使った式で表すことができる。
・１次式の加法、減法と１次式と数の乗法、除法を正しく計算することができる。

・等式の性質を使って、１次方 　程式を正しく解くことができる。
	・正の数、負の数の四則の意味 　とその規則を理解する。
・数量を一般的に簡潔に表すために、文字を使った式が使われることを理解している。
・様々な１次式の計算方法を理解している。

・等式の性質を理解し、１次方程式の解法を理解している。

	
	
	第１章　方程式と不等式　　   [ ２７ ]

第１節　整式                 [  ３  ]


	・整式の計算を意欲的に行おうとする。

	・整式の計算の性質について考察することができる。


	・整式の加法、減法と定数倍について正しく計算することができる。
	・次数、係数の意味を理解している。

・整式の加法、減法と定数倍の性質を理解している。

	
	
	第２節　整式の乗法           [  ６  ]


	・指数法則、式の展開に関心を持ち、公式などを利用して意欲的に計算しようとする。


	・分配法則に基づいた整式の展開と乗法公式を系統的に導くことができる。
	・指数法則を正しく利用することができる。

・分配法則を正しく利用することができる。

・乗法公式を使って式の展開をすることができる。
	・指数法則を理解している。

・式を展開することの意味を理解している。

・乗法公式の意味を理解している。

	
	
	第３節　因数分解　　　　　　[  ４  ]　


	・公式を使って、意欲的に因数分解をしようとする。


	・因数分解と式の展開を関連させて考察することができる。
	・共通因数を見つけることで因数分解をすることができる。

・因数分解の公式を使って因数分解をすることができる。
	・共通因数の意味を理解している。

・因数分解の公式の意味を理解している。

	
	
	第４節　平方根　　　　　　　[  ３  ]
	・平方根という数の存在に関心をもち、その計算を工夫して行おうとする。
	・平方根の四則の性質について考察することができる。


	・平方根の四則計算を正しくすることができる。
	・平方根の四則計算の方法を理解している。

・分母の有理化の意味を理解している。

	
	
	第５節　実数　　　　　　　 [  １  ]


	・数の体系を拡張していくことの意義に関心をもつ。
	・数を拡張していくときの過程について考察することができる。
	・実数を数直線上に表すことができる。
	・数の体系を拡張していくことの意義を理解している。

	
	
	第６節　不等式　　　　　　 [  ４  ]


	・不等式の性質に関心を持ち、１次不等式を意欲的に解こうとする。


	・不等式の性質と等式の性質を対比して考察することができる。

・様々な１次不等式を不等式の性質を利用して形式的に処理することができる。
	・不等式の表す範囲を数直線上に表すことができる。

・不等式の性質を使って、１次不等式程式を正しく解くことができる。
	・不等式の性質を理解している。

・１次不等式の解法を理解している。

	
	
	７節　２次方程式　　　　 [  ６  ]
	・２次方程式に関する様々な解法に関心を持ち、意欲的に解こうとする。
	・２次方程式を１次方程式に帰着させて考察することができる。

・平方根の考えを利用して２次方程式の解の公式を導き出す過程を考察することができる。
	・因数分解を利用して、２次方程式を解くことができる。

・解の公式を用いて２次方程式を解くことができる。
	・２次方程式の解と解を求めることの意味を理解している。

・２次方程式の解を求めるための知識を身に付けている。

	第

２

学期
	９
	第２章　２次関数　　　　　 [ ３０ ]

第１節　関数とグラフ　　　 [  ２  ]


	・事象の中からともなって変わる変量に関心を持つ。
・１次関数の変化や対応の特徴を調べるのに、意欲的に表やグラフ、式を活用しようとする。
	・事象の中から関数関係にある２つの数量を見出し、表やグラフ、式を用いて考察することができる。

	・１次関数についてその対応の様子を表に表すことができ、点をプロットしてグラフを書くことができる。
	・事象の中の関数の関係にある数量に着目し、「yはxの関数である」ことの意味を理解する

	
	10

11～
12

	第２節　２次関数とグラフ 　[ １５ ]


	・２次関数について関心を持ち、その変化や対応の特徴を調べるのに、意欲的に表やグラフ、式を活用しようとする。
	・２つの数量の中から２次関数の関係にあるものを見出し、表やグラフ、式を用いて考察することができる。
	・２次関数について点をプロットしてグラフを書くことができる。

・ｙ＝ａｘ２＋ｂｘ＋ｃのグラフをｙ＝ａｘ２のグラフを基にして書くことができる。
	・２次関数について理解し、そのグラフについての知識を身に付けている。

	
	
	第３節　2次関数の値の変化　[ １２ ]


	・具体的な事象の考察に２次関数の最大・最小の考え方を意欲的に活用しようとする。

・２次に関心を持ち、２次不等式を意欲的に解こうとする。
	・２次関数の値の変化についてグラフを利用して考察することができる。

・２次不等式の解を２次関数のグラフを利用して考察することができる。
	・２次関数のグラフを用いて２次関数の最大値、最小値を求めることができる。

・２次関数のグラフを利用して２次不等式を正しく解くことができる。
	・２次関数の最大値、最小値の求め方を理解している。

・２次不等式の解と解を求めることの意味を理解している。

・２次不等式の解と２次関数のグラフの関係を理解している。

	
	
	第４節　いろいろな関数　  　[ １ ]


	・具体的な事象の中に１次関数でも２次関数でもない関数が存在することに関心をもつ。
	・１次関数でも２次関数でもない関数を表やグラフ、式を用いて考察することができる。
	・１次関数でも２次関数でもない関数についてその対応を表に表すことができ、グラフを書くことができる。
	・様々な関数についての知識を身に付けている。


	第

３
学期
	１

２

３
	第３章　図形と計量          [ ３０ ]

第１節　鋭角の三角比        [ １３ ]


	・三角比に関心を持ち、図形の計量に意欲的に活用しようとする
・直角三角形において三角比の値を求めようとする。
	・図形の相似の考え方を利用して直角三角形の辺の比と角の間の関係について考察することができる。
・三角比の相互の関係について考察することができる。
	・三角比の定義にしたがって、様々な直角三角形において鋭角の三角比の値を求めることができる。
・具体的な事象に対して、三角比を利用して解決することができる。
	・三角比を直角三角形の辺の比と角の間の関係として理解している。
・三角比の表の意味と活用の仕方を理解している。

・三角比の相互関係について理解している。

	
	
	第２節　鈍角の三角比        [  ７  ]


	・三角比を鈍角にまで拡張できることに関心を持ち、意欲的に調べようとする。
	・角度を鈍角にまで拡張していくときの過程を考察することができ、その相互関係について考察することができる。
	・三角比の表などを用いて鈍角の三角比の値を求めることができる。
	・鈍角や０°、９０°、１８０°まで拡張した三角比の意義を理解している。

	
	
	第３節　正弦定理と余弦定理　[  ３  ]


	・三角形の辺と角の間には一定の関係があることに関心を持つ。
	・正弦定理、余弦定理を導く過程を考察することができる。
	・正弦定理、余弦定理を利用して、辺の長さや角の大きさを求めることができる。
	・正弦定理、余弦定理を理解している

	
	
	第４節　いろいろな図形の計算 [  ７  ]


	・相似な図形の相似比と面積比、体積比の関係に関心を持ち、図形の計量に活用しようとする。
・球の表面積や体積の求め方に関心を持つ。
	・相似な図形の性質を、具体的な事象を考えることで考察することができる。
	・平面図形や空間図形の計量を正確に行うことができる。
	・相似な図形の面積比や体積比について理解している。
・球の表面積や体積の公式を身に付けている。


４　数学Aの目標、評価の観点及びその趣旨
　(1)　目標

(2)　評価の観点及びその趣旨

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	数学的な活動を通して、平面図形、集合と論理及び場合の数と確率の考え方に関心を持つとともに、それらの持つ楽しさや数学的な見方や考え方の良さを知り、それらを事象の考察に進んで活用しようとする。
	数学的活動を通して、平面図形、集合と論理及び場合の数と確率における数学的な見方や考え方を身に付け、事象を数学的にとらえ、論理的に考えるとともに思考の過程を振り返り考えを深める。
	平面図形、集合と論理及び場合の数と確率において、事象を数量、図形などで数学的に表現し処理する仕方や推論の方法を身に付け、よりよく問題を解決する。
	平面図形、集合と論理及び場合の数と確率における基本的な概念や原理・法則などについて理解し、知識を身に付けている。


５　数学A：単元の内容、その評価規準及び具体例

　(1)　単元の目標と内容、その評価規準

	単元名
	目標と内容
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第１章

個数の処理


	図表示などを用いて集合についての基本的な事項を理解し、また具体的な事象の考察を通して、順列・組合せについて理解する。

ア　集合

イ　順列・組合せ
	集合や順列・組合せに関心を持つとともに、それらを具体的な事象の考察に活用しようとする。
	順列と組合せの考え方の違いを考察することができ、また具体的な事象を樹形図や表などを利用して的確に考察することができる。
	具体的な事象を数学的に考察し、順列・組合せを用いて処理できる。
	集合についての基本的な概念を理解し、順列・組合せにおける基本的な知識を身に付けている。

	第２章

確率


	不確定な事象を数学的にとらえることの有用性を認識し、事象を数学的に考察し処理できるようにする。

ア　確率とその基本的な法則

イ　独立な試行と確率
	確率に関心を持つとともに、不確定な事象の考察に意欲的に活用しようとする。
	不確定な事象を数量的にとらえるための数学的な見方や考え方を身に付け、具体的な事象を考察することができる。
	具体的な事象を数学的に考察し、確率を用いて表現し処理することができる。
	具体的な事象を通して、確率について理解し、基本的な知識を身に付けている。


	第３章

平面図形


	三角形や円などの基本的な図形の性質についての理解を深め、図形の見方を豊かにするとともに、図形の性質を論理的に考察し処理できるようにする。 

ア　三角形の性質
イ　円の性質
	三角形の性質及び円の性質に関心を持ち、図形の性質の持つ美しさに興味を持つ。
	図形に対しして多角的なとらえかたができ、三角形や円の基本的な性質について数学的に考察することができる。
	三角形の重心、内心、外心を求めることができ、また図形に関する基本的な証明をすることができる。
	三角形の性質や円の性質について理解し、それらの基本的な定理を身に付けている。

	第４章

命題と論理
	論理的な思考力を伸ばすとともに、命題を的確に処理することができるようにする。

ア　命題と集合

イ　必要条件と十分条件
	命題と論理に関心を持ち、論理的な思考能力を高めようとする。
	論理の見方や考え方を身に付け、命題を筋道を立てて考察することができる。
	命題の意味がわかり、論理的に処理することができる。
	命題と論理について理解し、基本的な知識を身に付けている。


(2)　指導計画と評価規準の具体例

	学期
	月
	章の学習内容  [時間数]
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第

１
学期
	４
５

６
７
	第１章　個数の処理         [ ２０ ]

第１節　集合          　　 [  ６  ]


	・集合に関心を持ち、具体的な事象に対して活用しようとする。
	・図表示などを用いて集合についての基本的な事項について考察することができる。
	・具体的な事象に対して、図表示などを用いて集合の共通部分・和集合などを考察することができ、またそれらの要素の個数を処理することができる。
	・集合についての基本的な知識を身に付けている。
・要素の個数の求め方について理解している

	
	
	第２節　順列       　　    [  ７  ]


	・順列に関心を持ち、具体的な場面の考察に活用しようとする。
	・順列の総数を求める公式を理解し、具体的な事象について活用することができる。
	・具体的な事象に対して順列の考え方を用いて表現し、処理することができる。
	・nＰrの意味とその計算方法について理解している。

	
	
	第３節　組合せ         　  [  ７  ]


	・組合せに関心を持ち、具体的な場面の考察に活用しようとする。
	・組合せの総数を求める公式を理解し、具体的な事象について活用することができる。
	・具体的な事象に対して組合せの考え方を用いて表現し、処理することができる。
	・nＣrの意味とその計算方法について理解している。

	第

２
学期
	９
10

11
12

	第２章　確率           　   [ １６ ]

第１節　確率の意味          [  6　 ]


	・身の回りの具体的な事象に対して確率を意欲的に考えよ　うとする。
・表や図を利用してできるだけ簡単に確率を求めようと工夫している。
	・試行や事象の考え方を身に付け、起こりうるすべての場合を表や図を用いて考察することができる。
	・起こり得る場合を表や樹形 　図で表すことができ、簡単な事象について確率をもとめることができる。
	・確率の意味とその求め方を理解している。
・起こり得る場合の数の調べ方を理解している。

	
	
	第２節　確率の加法定理　    [  ５  ]


	・確率の基本的な法則に関心を持ち、具体的な場面の考察に活用しようとする。
	・確率の基本的な性質を利用して、具体的な事象について考察することができる。
	・確率の基本的な性質を利用して、確率を求めることができる。
	・加法定理や余事象について理解し、基本的な知識を身に付けている。

	
	
	第３節　独立な試行          [  ３  ]


	・独立な試行とその確率に関心を持ち、具体的な場面の考察に活用しようとする。
	・独立な試行とその確率の見方や考え方を用いて具体的な事象について考察することができる。
	・独立な試行とその確率の見方や考え方を用いて具体的な事象について確率を求めることができる。
	・独立な試行の意味を理解している。
・反復試行の確率について、基本的な知識を身に付けている。

	
	
	第４節　期待値    　　      [  ２  ]


	・期待値に関心を持ち、具体的な場面の考察に活用しようとする。
	・期待値の考え方を用いて具体的な事象について考察することができる。
	・具体的で簡単な事象について確率分布の表を作り、期待値を求めることができる。
	・期待値の意味を理解し、基本的な知識を身に付けている。


	第

３
学期
	１

２

３
	第３章　平面図形         　[ ２０ ]

第１節　三角形の性質　     [  ９  ]


	・三角形の性質を発見することに関心をもつ。
・三角形の性質を調べるために意欲的に作図しようとする。
	・三角形の性質を目的に応じて的確に考察することができる。
	・三角形の性質が成り立つことを論理的に考察し、説明することができる。
・三角形の性質を調べるために必要な作図をすることができる。
	・三角形の性質について基本的な知識を身に付けている。
・三角形の性質の証明のしくみを理解している。

	
	
	第２節　円の性質　 　     [ １１ ]


	・円の性質を発見することに関心をもつ。

・円の性質を調べるために意欲的に作図しようとする。

	・円の性質を目的に応じて的確に考察することができる。
	・円の性質が成り立つことを論理的に考察し、説明することができる。

・円の性質を調べるために必要な作図をすることができる。
	・円の性質について基本的な知識を身に付けている。

・円の性質の証明のしくみを理解している。

	
	
	第４章　命題と論理         [  ４  ]

第１節　命題と集合


	・命題に関心を持ち、具体的な事象について否定・逆・対偶を意欲的に考えようとする。
・命題の証明に集合の包含関係を活用しようとする。
	・具体的な命題について否定・逆・対偶を考察することができる。
	・具体的な命題について否定・逆・対偶を正しく表現することができる。
・命題の証明を集合の包含関係を利用して処理することができる。
	・命題と集合について基本的な知識を身に付けている。

	
	
	第２節　必要条件と十分条件


	・必要条件と十分条件、背理法に関心を持つ。

	・必要条件と十分条件についてその考え方を活用することができる。
・背理法についてその考え方を活用することができる。
	・具体的な事象について必要条件と十分条件を表現し、処理することができる。
	・必要条件と十分条件の意味を理解している。
・背理法についてその考え方を理解している。


　
６．評価の方法・判定材料など

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	・授業中の観察記録
・学習活動への取り組み状況

・生徒の自己評価
	・授業ノートのまとめ
・授業中の補助プリント
	・授業ノートのまとめ

・授業中の補助プリント
・授業中の観察記録
	・定期考査
・小テスト


　数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め、事象を数学的に考察し処理する能力を高め、数学的な活動を通して創造性の基礎を培うとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、それらを積極的に活用する態度を育てる。





　方程式と不等式，２次関数及び図形と計量について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，それらを的確に活用する能力を伸ばすとともに，数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。























　平面図形、集合と論理及び場合の数と確率について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を育てるとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。
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